
町政情報が伝わっている感じていますか。　Q8
　　□ 十分伝わっている　　□ 少し伝わっている　　□ あまり伝わっていない　　□ 伝わっていない

町政に対し意見や要望を伝えたことはありますか。（複数回答）　Q10
　　□ 町政懇談会・議会懇談会に参加　　□ 投書・メール　　□ 電話・窓口　　□ 各種委員会等に参画
　　□ 伝えたことはない　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

町政情報を取得するのに充実を希望する広報媒体はありますか。（上位３つまで回答）　Q9
　　□ 広報よさの　　□ ホームページ　　□ 有線テレビ　　□ ＦＭ告知　　□ 議会だより
　　□ フェイスブック　　□ ユーチューブ　　□ ツイッター　　□ インスタグラム　　□ ライン（未開設）

　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

与謝野町の広報活動全般

与謝野町企画財政課　広報情報係
〒 629-2292　与謝野町字岩滝 1798 番地１
☎ 43-9015　■ ファックス　46-2851　
■ メール　kikakuzaisei@town.yosano.lg.jp

回答先・
問い合わせ先

与謝野町の広報・広聴に関するご意見（自由記述）。　Q13

まちづくりへの関心度を教えてください。　Q12
　　□ 関心がある　　□ 少し関心がある　　□ あまり関心がない　　□ 関心がない

その他

町政に対して意見や提言をするため、どのような機会があれば参加したいですか。　Q11
　　□ 地域別に町長などと話す機会　　□ 団体・グループ単位で町長などと話す機会
　　□ オンラインを活用　　□ メール・町ホームページに問い合わせ　　□ 特に伝えたいと思わない
　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

時の贈り物［ 第 121 回　雨を呼ぶ龍の屏風 ］	

り
め
ん
街
道
・
旧
尾
藤

家
住
宅
の
奥
蔵
に
残
さ

れ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
絵
画
の
中

か
ら
、
江
戸
時
代
の
京
都
で
活
躍

し
た
画
家
の
岸が

ん
駒く

（
１
７
４
９
～

１
８
３
９
）
が
描
い
た
六
曲
屏
風

「
雲

う
ん
り
ゅ
う龍

図
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
岸
駒
は
岸
派
の
創
始
者
と
な
っ

た
画
家
で
虎
を
得
意
と
し
、
岸
駒

以
降
、
虎
図
は
岸
派
代
々
の
お
家

芸
と
さ
れ
ま
し
た
。
本
図
は
、
広

報
よ
さ
の
２
月
号
（
No
１
９
２
）

で
紹
介
し
た
岩
山
を
駈
け
る
虎
を

描
い
た「
咆ほ

う
虎こ

図
」と
対
に
な
り
、

六
曲
一
双
屏
風
「
雲
龍・咆
虎
図
」

の
向
か
っ
て
右
半
分
を
構
成
し
て

い
ま
す
。
天
保
９
年（
１
８
３
９
）

の
記
述
が
あ
り
、
最
晩
年
の
作
品

と
わ
か
り
ま
す
。

　

水
を
た
っ
ぷ
り
含
ま
せ
た
墨

で
、
に
じ
み
を
い
か
し
て
描
か
れ

た
雲
の
隙
間
か
ら
龍
が
顔
と
体
の

一
部
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。
余

白
を
大
き
く
と
る
こ
と
で
、
空
の

荒
れ
模
様
や
長
く
う
ね
る
龍
の
巨

体
を
見
る
者
に
想
像
さ
せ
ま
す
。

雨
雲
と
と
も
に
描
か
れ
る
こ
と
の

多
い
龍
は
、
雨
と
密
接
な
関
係
に

あ
り
ま
す
。
大
事
な
家
屋
を
火
災

か
ら
守
る
縁
起
担
ぎ
で
あ
り
、
ま

た
禅
宗
寺
院
の
本
堂
で
は
、
会
衆

に
仏
法
の
雨
が
降
り
注
ぐ
よ
う
に

と
天
井
に
描
か
れ
た
り
も
し
ま

す
。同
じ
理
由
か
ら
で
し
ょ
う
か
、

旧
尾
藤
家
住
宅
の
仏
壇
の
天
井
に

も
龍
図
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
岸
駒
の
龍
の
屏
風
は
、
江
山
文

庫
で
実
施
し
て
い
る
企
画
展
「
屏

風
あ
れ
こ
れ —

 

新
収
蔵
屏
風
と

と
も
に —

 

」
で
虎
図
と
一
緒
に

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）岸駒筆「雲龍図」　紙本墨画　六曲屏風

ち

A LT リレーコラム 	［第 125 回　日本のお茶ってすばらしい　by スウェイン・アシュリー］　　　　　　COLUMN

さん、初めまして。橋立中学校のアシュリー
と申します。

　突然ですが、皆さん、コーヒーはお好きですか。
私の故郷であるアメリカの南カリフォルニアの人々
の多くは、コーヒーをとても
愛しており、コーヒーなくし
て人生は語れないほどです。
町の至るところにコーヒー
ショップがあり、それぞれ独
自のコーヒー豆を焙煎してお
り、さまざまな味や香りを楽
しむことができます。私も
コーヒーが大好きで、大学の
授業や仕事を頑張ろうと思っ
たときには、必ずコーヒーを
飲むようにしていました。
　しかし、大のコーヒー好きの私ですが、日本に来
てからコーヒーより好きな飲み物ができました。そ
れは「お茶」です。南カリフォルニアにたくさんの
種類のコーヒーがあるように、お茶にもたくさんの

種類があります。日本でお茶を焙煎しているお店の
前を通ったときは、とても良い匂いがして、思わず
幸せな気持ちになりました。
　私は日本にいるうちになるべく多くの種類のお茶

を試し、私に最も合ったお茶
を見つけ出したいと思ってい
ます。また、お茶が好きになっ
た私にとって、京都がお茶の
有名な産地であることは大変
嬉しいことでした。
　先日、宇治茶の産地で茶畑
とお茶の生産工場の見学体験
ツアーに参加しました。ツ
アーでは茶葉を摘む体験と、
お茶の焙煎や茶葉を天ぷらや

デザートにする過程を楽しむことができました。お
いしいお茶だけではなく、おいしい天ぷらやデザー
トにもなるお茶は、本当にすばらしいと思います。
　皆さんもお気に入りの種類やお茶を使用した食べ
物などご存じでしたら、ぜひ教えてください。

皆

お茶はとてもいい香りがして、癒しになりますね
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まちの 話題話題 お届けします

宮 津天橋高校加悦谷学舎とよさの百年の暮らし
委員会（通称「みらいふ」）が、「阿蘇海の日」

の取り組みとして、７月 18 日、天橋立の清掃活動
を行いました。
　加悦谷学舎生徒から環境保全活動に取り組むみら
いふに協力を依頼するかたちで行われ、当日は 15
人が参加。午前７時から清掃を開始し約１時間の作
業で、プラスチックごみやたばこの吸い殻など 14
袋分のごみを回収しました。この活動を企画した生
徒は「以前、天橋立に来たときにごみが目についた。
観光客が多く訪れる夏に少しでもきれいにしたかっ
た」と話してくれました。

● 阿蘇海の日「宮津天橋高校加悦谷学舎」の活動
訪れる方に美しい天橋立を

海岸沿いのごみを回収する生徒とみらいふ

地 域の子どもたちが野田川の豊かな生態系
を学ぶ後野区「川の学校」が、７月 18 日、

後野地区公民館で行われました。
　新型コロナウイルスの影響で３年ぶりの開校
となった川の学校には、20 人を超える子ども
とその保護者、宮津天橋高校宮津学舎フィール
ド探究部と加悦谷学舎生徒、関係者など約 70
人が参加。子どもたちは農業用の井堰で流れを

● 後野区「第６回川の学校」
野田川の豊かな生態系を学ぶ

子どもたちが捕まえた魚

止めた野田川に入り、真剣な表情でアユやウグ
イ、環境省のレッドリストで絶滅危惧種に指定
されるアカザなどの川魚を捕まえました。
　その後、公民館でフィールド探究部の生徒か
ら捕まえた魚の種類や特徴を解説。「野田川は
本当に豊かな生態系が残っている。この環境を
守るためにできることから取り組んでほしい」
と子どもたちに語りかけました。参加した子ど
も た ち は「 た
く さ ん 魚 を 捕
ま え ら れ て 楽
しかった」「野
田 川 を 守 る た
め に ご み を し
な い よ う に し
たい」と話し、
野 田 川 の 豊 か
さ を 学 ぶ 貴 重
な １ 日 と な り
ました。 魚を捕まえる子どもたち

問・申　江山文庫 ☎ 43-2180
※ 月曜日休館（祝日の場合は翌日休館）

事前投句を募集しています
～ 締め切りは８

ハ
月 1

イ ク
9 日 ～

自由題の部（三句一組）

テーマおよび季節は問いません。
一人一組限りです。

前書俳句の部
20 字以内の前書きを添えた俳句。
一人一句限りです。
※ 「自由題の部」および「前書俳句の部」両方への

応募が可能です

題字　宮津天橋高校加悦谷学舎書道部２年　谷川莉菜

【俳句大会】
■ 日程　11 月 27 日（日）
■ 会場　生涯学習センター知遊館 大会 HP

河
内
郷
土
資
料
室
に

収
蔵
し
て
い
る
昔
の

道
具
を
紹
介
し
ま
す
。

　
各
家
庭
に
冷
蔵
庫
や
電
気
炊

飯
ジ
ャ
ー
、
電
気
も
な
か
っ
た

夏
、
朝
に
炊
い
た
ご
飯
を
腐
ら

せ
ず
に
保
つ
こ
と
は
、
台
所
仕

事
の
一
大
事
で
し
た
。
そ
こ
で

活
躍
し
た
の
が
飯め

し
笊ざ

る
で
す
。

　

俳
句
で
は
夏
の
季
語
に
も

な
っ
て
い
る
飯
笊
。
炊
い
た
ご

飯
を
お
ひ
つ
の
代
わ
り
に
笊
に

入
れ
て
涼
し
い
と
こ
ろ
に
置

き
、
風
通
し
を
よ
く
す
る
こ
と

で
次
の
食
事
ま
で
腐
敗
を
防
ぎ

ま
す
。
写
真
の
も
の
は
置
き
型

で
高
足
に
な
っ
て
い
ま
す
。
底

が
湾
曲
し
て
お
り
、
ま
ん
べ
ん

な
く
風
が
当
た
る
仕
組
み
で

す
。
ふ
た
付
き
の
も
の
や
取
っ

手
が
付
い
て
高
い
所
に
つ
る
す

も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
炊
い
た

ご
飯
を
直
接
笊
に
あ
け
る
の
が

本
来
の
使
い
方
で
す
が
、
蒸
気

熱
に
よ
る
温
度
低
下
を
期
待
し

て
、
固
く
し
ぼ
っ
た
布
巾
を
底

に
敷
い
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　
電
子
レ
ン
ジ
が
な
か
っ
た
昔

は
、
暑
い
夏
の
昼
を
乗
り
切
っ

三

時の贈り物［ 第 122 回　ノー電気生活　～ 大事なご飯を守る工夫 ～ ]	

た
冷
や
ご
飯
を
茶
漬
け
や
湯
漬

け
に
し
て
温
め
直
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
固
さ
が
残
っ

た
そ
う
で
す
。

　

三
河
内
郷
土
資
料
室
で
は
、

紹
介
の
飯
笊
を
は
じ
め
夏
用
の

飯め
し

籠か
ご

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
昔
の

道
具
に
触
れ
て
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

《
三
河
内
郷
土
資
料
室
》

■ 

入
館
料

一
般
１
５
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

■ 

開
館
日

土
・
日
曜
日
（
午
後
１
時
～
５
時
）

※ 

年
末
年
始
を
除
く

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

夏に活躍した飯笊

A LT リレーコラム 	［第 127 回　日本の誇るべき食文化「ラーメン」　by ヴィサー・ダーク・ジェイコブス］　COLUMN

さん、初めまして。南アフリカ共和国から
来ました、加悦中学校のダークと申します。

　私の母国には、日本と同じくらい数々のすばらし
い料理があります。しかし、日本
の「ラーメン」のようなおいしい
麺類はありません。母国でおいし
いラーメンを食べようと思うと、
高額な輸入インスタントラーメン
を購入するほかないのです。
　私が日本のラーメンに興味を
持ったきっかけは、アメリカ人
シェフのイヴァン・オーキン氏が
東京でラーメン店を立ち上げるまでのドキュメンタ
リー番組を見たことです。番組内でオーキン氏は、
ラーメンがいかに日本の食文化に根付いているの
か、奥が深くすばらしいラーメンを提供するために
努力したのかを語っています。また、番組内では、
今までに２万 7,000 杯以上のラーメンを食べてき
たという「ラーメンデータバンク」の会長である大

おお

崎
さき

裕
ひろ

史
し

氏とオーキン氏の対談がありました。対談で
は、大崎氏とオーキン氏のラーメンに対する並々な

らぬ情熱が感じ取れ、私の日本のラーメンに対する
興味は最高潮へと達しました。この瞬間「日本でお
いしいラーメンをたくさん食べる」という目標がで

きました。
　与謝野町に来てまもなく、隣人
がお気に入りのラーメン屋に招待
してくれたとき、私は興奮と期待
で満ちていました。隣人からかな
りの有名店であり、売り切れてし
まうことも多いという情報を聞
き、私は不安な気持ちと売り切れ
てしまうほどおいしいという期待

に胸を躍らせながら、ラーメン屋へと足を進めまし
た。角を曲がって、明かりがついていなかったら売
り切れの証です。角を曲がったところ幸運にもお店
に明かりがついていました！　そのお店のラーメン
の味は大変すばらしく、今でも週に１回は訪れてい
ます。大崎氏のように２万 7,000 杯以上のラーメ
ンを食べることは難しいと思いますが、日本のラー
メンを堪能したいと思います。皆さんのおすすめの
ラーメン、ぜひ教えてください。

皆

皆さんのおすすめのラーメン屋を教えてください
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● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

おはなし会を開催します

 ※ 新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください。また、状況によって変更または中止する場合があります。

― ３会場とも午前 10 時 30 分から行います ―

▶ 加悦分室…12 月 10 日（土）　▶ 野田川分室…12 月 18 日（日）　▶ 本館…令和５年１月７日（土）

「部屋を片づけられない人
間は、心に問題がある」と
考えている片づけ屋が主人
公の「断捨離」小説。OL
や主婦、老人といったさま
ざまな背景を抱えた依頼人
の、心のうちと部屋の両方
を片付けるお手伝いをする
さまを描く１冊。

『１か月に１回物を動かせば家はキレイになる　苦手な人
のための新津流掃除＆片付け入門』　　　新津春子／ポプラ社

何から手を付けていいか分
からない。そんな片付けが
苦手な人へ、羽田空港を「世
界一清潔な空港」にした人
物としてテレビなどで話題
となった著者が、その方法
や簡単なルールを豊富なイ
ラストともに分かりやすく
教えてくれる１冊。

『あなたの人生、片づけます』
垣谷美雨／双葉社

みんなが知ってい
る「ぐりとぐら」。
あるひ２匹はほこ
りだらけの部屋を
掃除しようとしま
すが、ほうきやぞ
うきんはボロボロ
で使えません。そ

こである方法を思いつくのですが…。彼らは上手に掃除
ができたでしょうか？

『すみっコぐらしのおかたづけ　ちゃおブックス』
水谷妙子、サンエックス／小学館

かわいいキャラクターが人
気のすみっコぐらしのみん
なが、忙しい小学生でも簡
単に片付けができるコツを
教えてくれる 1 冊。整理
収納アドバイザーが監修し
ているので、大人が読んで
も役立つ内容になっていま
す。

『ぐりとぐらのおおそうじ 』
なかがわりえこ 文　やまわきゆりこ 絵／福音館書店

今年の汚れ、今年のうちに
早いもので今年もあとわずかになりました。ここ数年、おう
ち時間が増えたことから「断捨離」「片付け」に注目が集
まっています。年末の大掃除の参考にいかがでしょうか？

年末年始期間に関するお知らせ

■ 年末年始休館期間
■ 年 内 開 館 最 終 日
■ 新 年 開 館 初 日

12 月 28 日（水）～令和５年１月４日（水）
【野田川分室】12 月 26 日（月）　【本館・加悦分室】12 月 27 日（火）
【全館】令和５年１月５日（木）

令和５年１月９日（祝）は、本館・加悦分室は休館、野田川分室は開館しています。祝日と休館日（本館・加悦分室は月曜日、野田川
分室は火曜日）が重なる場合は、休館日となりますのでご注意ください。休館日と重ならない祝日は、平常どおり開館しています。

※

時の贈り物［ 第 124 回　それ、何て呼びますか？　電話機の変遷 ]	

河
内
郷
土
資
料
室
に

収
蔵
し
て
い
る
昔
の

道
具
を
紹
介
し
ま
す
。

　
現
在
は
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
広
く
普
及
し
て
い

ま
す
が
、
家
庭
で
は
ま
だ
ま

だ
固
定
電
話
が
使
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
機
能
や
無
線
式
の

子
機
が
付
い
て
い
た
り
も
す
る

今
日
の
固
定
回
線
電
話
の
ご
先

祖
に
あ
た
る
の
が
、写
真
の「
デ

ル
ビ
ル
磁
石
式
乙
号
卓
上
電
話

機
」
で
す
。

　
箱
の
中
に
は
磁
石
式
発
電
機

が
入
っ
て
い
て
、
ハ
ン
ド
ル
を

回
す
こ
と
で
電
気
信
号
が
流

れ
、
交
換
手
の
い
る
電
話
局
へ

と
つ
な
が
る
仕
組
み
で
す
。
電

話
局
か
ら
は
交
流
電
流
を
加
入

者
に
送
っ
て
正
面
の
ベ
ル
を
鳴

ら
し
ま
し
た
。
脇
に
掛
か
っ
て

い
る
受
話
器
（
ス
ピ
ー

カ
ー
）
を
取
り
耳
に
当

て
て
相
手
の
声
を
聞

き
、
話
す
と
き
は
箱

の
上
か
ら
突
き
出
た

ラ
ッ
パ
状
の
送
話
器

（
マ
イ
ク
）
に
向
か
っ

て
話
し
ま
す
。

三

　
受
話
器
と
送
話
器
は
や
が
て

一
体
化
さ
れ
て
、
現
代
の
電
話

機
の
形
に
な
っ
て
い
く
の
で
す

が
、
両
端
に
受
話
器
と
送
話
器

を
備
え
た
今
で
も
、
私
た
ち
は

普
通
に
送
話
器
の
部
分
を
省
略

し
て
「
受
話
器
」
と
呼
ん
で
い

る
の
は
興
味
深
い
で
す
ね
。

　

三
河
内
郷
土
資
料
室
で
は
、

紹
介
し
た
電
話
機
や
懐
か
し
の

黒
電
話
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
昔
の
道
具
に
触
れ
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

《
三
河
内
郷
土
資
料
室
》

■ 

入
館
料　

一
般
１
５
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

■ 

開
館
日
時　

土
・
日
曜
日

午
後
１
時
～
５
時

※ 

年
末
年
始
を
除
く

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

デ
ル
ビ
ル
磁
石
式
乙
号
卓
上
電
話
機
（
大
正
期
）

A LT リレーコラム 	［第 129 回　美しい季節に魅せらせて　by レセンデズ・ヴィヤレアル・ルビィ・ヨランダ］　COLUMN

さん、こんにちは、江陽中学校 ALT のルビィ
です。月日が過ぎるのは早く、瞬く間に 12

月となり、今年も残すところわずかとなりました。
　寒い冬となりましたが、皆さん元気にお過ごしで
しょうか。与謝野町の冬は、年中温暖な気候で知
られる故郷アメリカのカ
リフォルニア州と比べる
と大変寒く、厳しい季節
ですが、その反面、美し
い雪を見ることができる
うれしい季節でもありま
す。
　雪や紅葉など、日本の
四季の変化に伴う自然の
大きな変化は世界的にも
珍しく、また美しい光景
を作り出すと言われていますが、今年の秋の紅葉は
特にきれいで印象的でした。秋に山へハイキングに
出かけた際には、色とりどりの美しく紅葉したもみ
じを各所で目にし、その美しさに思わず目を奪われ
ました。また、秋は過酷な日本の夏に疲弊した身体

に安らぎを与えてくれる、大変過ごしやすい季節で
もあります。日本の夏は、故郷の夏と比べ、とても
多湿であり、常に汗が噴き出す過酷な季節です。故
郷の夏は高温ではあっても乾燥しており、快適で過
ごしやすい季節なのです。

　しかし、厳しい夏の次には、
過ごしやすい秋、同じく厳し
い冬の次には、過ごしやすい
春と日本の四季はうまく変化
しているなとも思います。他
にも日本には四季に応じたさ
まざまな季節限定の商品があ
り、これらも季節の変化に合
わせた楽しみの 1 つになって
います。
　私たち夫婦が来日して、１

年が過ぎました。言葉の壁など大変なこともありま
したが、日本で得たすべての時間と経験にとても感
謝しています。これからも日本各地に旅行し、日本
の美しい自然と触れ合えたらと思っています。これ
からもよろしくお願いします。

皆

有名な竹田城跡では美しい雲海が広がっていました！
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● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451・FAX 46-0050　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

『雪の結晶　小さな神秘の世界』
ケン・リブレクト、矢野真千子／河出書房新社

ただ真っ白な塊に見える雪
をルーペや顕微鏡、カメラ
を使って美しい結晶として
写真に写し取った本作。ア
メリカの物理学者が、研究
のかたわら珍しい雪の結晶
を求めて撮影にも工夫を凝
らし、結晶の成長、しくみ、
形を楽しく解説した「写真
図鑑」です。

とうさんが大切にしていた
本をやぶってしまった男の
子。おこられるかなと思い
ながら、スキーをはいて、
ふらふらと一人で雪の中
へ。途中でくぼみに落ちた
のですが、雪の中に小さな
劇場を見つけます。雪の中
なのにあたたかなイメージ
のわく絵本です。

『ゆきのげきじょう』
荒井良二／小学館

白銀の世界 雪が降る地域に生まれると大変な思いもしますが、降り積もった後の白銀の世界
には魅了されます。

絵本作家
きむらゆういち先生 ワークショップ＆講演会

in 知遊館
絵本作家のきむらゆういち先生をお招きし「ワークショップ＆講演会」を開催。
造形作家という一面を持つきむら先生が考えた楽しく遊べるおもちゃをつくる
ワークショップと、アニメ化や歌舞伎の題材にもなった名作「あらしのよるに」
シリーズをはじめとした作品制作の裏話などを交えながらの講演を２日間にわた
り知遊館で行います。ぜひご来場ください。

2
26
25 土

日

午後２時
■～ ３時 30 分 ワークショップ

講演会「作品が生まれるひみつ」午前 10 時 30 分
■～ 正午

※ 【対象年齢】
※ ５歳～小学４年生

▶ 日時・内容

※ どなたでも参加可能

▶ 参加料・参加申し込み（定員：ワークショップ 30 人、講演会 70 人）

参加は無料ですが、事前申込制で先着順としていますので、図書館（分室含む）へ来館・電話・FAX のいず
れかで申し込みください（電話番号などはページ下部に記載してあります）。

おはなし会を開催します
― ３会場とも午前 10 時 30 分から行います ―

▶ 加悦分室…２月 11 日（祝）
▶ 野田川分室…２月 25 日（土）
▶ 本館…３月４日（土）

蔵書点検のため休館します
蔵書点検のため、以下の日程で臨時休館します。
▶ 野田川分室…２月 15 日（水）、16（木）
▶ 加悦分室…２月 21 日（火）、22 日（水）
※ 本館は終了しました

時の贈り物［ 第 125 回　与謝野の氏
うじがみ

神祭り①　実は、江戸・明治時代には普通だった担
にな

い屋台 ]	

謝
野
町
内
の
春
の
氏

神
祭
り
で
は
、
多
く

の
地
区
で
屋
台
巡
行
が
見
ら
れ

ま
す
。
そ
の
種
類
は「
芸
屋
台
」

「
山
屋
台
」「
太
鼓
屋
台（
楽
台
）」

の
３
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
太
鼓
屋
台
は
「
曳ひ

き

系
」
と
「
担か

つ
ぎ
系
」
の
２
タ
イ

プ
が
あ
り
ま
す
。
多
く
が
曳
き

系
屋
台
で
す
が
、
唯
一
、
与
謝

の
二
ツ
岩
地
区
だ
け
担
ぎ
系
の

屋
台
が
出
さ
れ
ま
す
。
掛
け
声

は
「
ヨ
イ
サ
ー
、
ヨ
イ
ヤ
サ
」

で
す
。
屋
台
に
乗
っ
た
太
鼓
役

と
笛
役
の
リ
ズ
ム
と
担
ぎ
手
の

歩
調
を
整
え
る
た
め
の
「
間ま

」

と
し
て
、時
折
、「
ホ
」
や
「
ハ
」

を
付
け
ま
す
。そ
の
と
き
は「
ヨ

イ
サ
ー
、
ヨ
イ

ヤ
サ
、
ホ
」
と

な
り
ま
す
。

　
実
は
、
こ
の

担
い
屋
台
は
明

治
時
代
ま
で
は

後
野
や
三
河
内

な
ど
で
も
出
さ

れ
て
い
ま
し

た
。
今
の
後
野

は
芸
屋
台
を
メ

イ
ン
と
す
る
曳

与

き
屋
台
巡
行
で
す
が
、
江
戸
・

明
治
時
代
に
は
そ
の
中
に
担
い

屋
台
が
混
ざ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
の
三
河
内
は
曳
き
系

の
山
屋
台
と
太
鼓
屋
台
が
メ
イ

ン
で
す
が
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
は

明
治
時
代
以
降
に
導
入
さ
れ
た

も
の
で
、
江
戸
時
代
に
は
曳
き

系
の
屋
台
は
な
く
、
担
い
屋
台

が
メ
イ
ン
で
し
た
。
つ
ま
り
、

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
の
屋

台
巡
行
に
は
、
担
い
屋
台
が
普

通
に
あ
っ
た
の
で
す
。
与
謝
の

二
ツ
岩
地
区
の
担
い
屋
台
の
巡

行
は
、
か
つ
て
の
姿
を
伝
え
る

唯
一
の
存
在
と
言
え
る
も
の
で

す
。（

与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）今では唯一の担い屋台を出す与謝の二ツ岩地区

A LT リレーコラム 	［第 130 回　クマにご注意ください。　by ヴィサー・ダーク・ジェイコブス］　　　　　COLUMN

さん、こんにちは。今年も寒く厳しい冬が
やってきました。日本より暖かく雪が降る

ことも珍しい南アフリカ出身の私にとって、与謝野
町の冬はとても寒く厳しい季節です。通勤時も自動
車のフロントガラスがすぐに曇ってしまい、霜取り
が正常に作動するまでの間、窓ガラスを開けて曇り
を取らなくてはいけません。この
間の寒さは言葉にならないほど過
酷なものです。
　しかし、窓ガラスを開けること
によって町の音が聞こえるように
もなります。通学する子どもたち
の元気な声や上級生であろう児童
が他の児童に対して注意する声、
子どもたちを温かく見守る教師や
地元ボランティアの声など、聞いていて感銘を受け
ました。その中で、１つ疑問に思う不思議な音も聞
こえてきました。子どもたちが歩くたびに「鈴の音」
が聞こえるのです。よく見るとどの子どものカバン
に鈴がついているではありませんか。私はその光景
をとても不思議に感じて、同僚の先生にその訳を尋
ねました。そして、その先生の答えにびっくりしま

した。「町の中でクマが出る !?」
　南アフリカというと、日本の動物園でもなじみの
あるビッグ 5（ゾウ・ライオン・サイ・ヒョウ・バッ
ファロー）に代表される野生動物たちの楽園という
イメージをお持ちの方が多いのですが、実際にそれ
らの動物は国立公園内にしかいません。南アフリ

カの田舎に行っても出会うことが
できる野生動物といえば、鹿と猫
ぐらいです。南アフリカのような
自然豊かな国でも出会うことがで
きないのに、町中でクマが出没す
ることなどありえないと思いまし
た。
　数日後に与謝野町内を自動車で
移動中、ふと前を見るとクマがい

るではありませんか。住宅街でなおかつ昼間にクマ
がいるということは私にとってとても信じられない
出来事でした。後日、この出来事を同僚や子どもた
ちに話しても驚くことなく、それは普通のことだと
答えるではありませんか。今後は私もクマに出会う
ことがないよう、鈴を持ち歩こうかと思います。ど
うか皆さんもクマにご注意ください。

皆

南アフリカでビッグ 5 に会いたいなら
「クルーガー国立公園」がおすすめです
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● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

おはなし会を開催します

※ ３会場とも午前 10 時 30 分から

【野田川分室】４月 22 日（土）
【本　　　館】５月６日（土）
【加 悦 分 室】５月 13 日（土）

　３月 10 日、国際ソロプチミスト宮津（会長・小
こ

牧
まき

弘
ひろ

美
み

氏）から「図書カード 10 万円」を寄贈いただきました。
　この寄贈は、同団体の設立 45 周年を記念し子育てや
子どもたちを支援するめ、「図書の購入にあててほしい」
との考えから行われたものです。図書館では絵本や児童
書、大人数でも読み聞かせができる大型の絵本を購入し、
皆さんに利用していただく予定です。この度のご寄贈、
まことにありがとうございました。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宮
津
の
皆
さ
ん
と

矢や

の野
館
長
（
左
か
ら
２
番
目
）

● 図書カードを寄贈いただきました

● 与謝野町出身の
● 「あの人」の本が入りました！

　与謝野町出身で、昨年惜しまれつつ現役を引退した元プロ野球選手の
糸
いと

井
い

嘉
よし

男
お

さん。糸井さんは「超人」と呼ばれた肉体をどう鍛え上げていっ
たのか。そのトレーニング方法を紹介するとともに、現役時代のエピソー
ドも振り返ったファン必読の１冊。

『超人ソリューション 筋肉と向き合う哲学
心も豊かになる筋トレの法則』　　　糸井嘉男／日本文芸社

一般書  ●『安倍晋三回顧録』安倍晋
三／中央公論新社 ●『カリスマ保育
士てぃ先生の子育てのみんなの悩み、
お助け中！』てぃ先生／ダイヤモンド

社 ●『北欧で見つけた気持ちが軽くなる暮らし』
桑原さやか／ワニブックス ●『東大に名探偵はい
ない』市川憂人／KADOKAWA ●『不思議カフェ
NEKOMIMI』村山早紀／小学館 

 児童書  ●『くすのきだんちのひ・み・つ』武鹿悦
子／ひかりのくに ●『てをつなぐのだいすき』き
むらゆういち／偕成社 ●『ロボットは泣くのか？
』佐藤まどか／講談社 ●『大雪のサバイバル』ポ
ドアルチング／朝日新聞出版 ●『未来の給食、な
に食べる？』楠木誠一郎／講談社 ●『だれもみえ
ない教室で』工藤純子／講談社 ●『そつえんセブ
ン』もとしたいづみ／世界文化ワンダークリエイト

住所変更などは図書館へ連絡をお願いします

初めて図書館で本を借りるときは「利用登録」が必要です。
身分証明書（マイナンバーカード、運転免許証など）をお
持ちのうえ、図書館まで申し込みください。なお、利用者カー
ドを紛失した場合には、150 円の再発行料がかかります。

今月の
新着図書

時の贈り物［ 第 126 回　与謝野の氏神祭り②　江戸時代から続く加悦の天満神社の神
み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

 ]	

悦
の
天
満
神
社
は
加

悦
・
算
所
両
地
区
の

氏
神
で
、
神
輿
は
両
地
区
内
を

渡
御
し
ま
す
（
神
輿
の
巡
行
を

「
渡
御
」
と
い
い
ま
す
）。
掛
け

声
は
「
ヨ
ー
イ
サ
ー
」
で
、
世

話
方
の
号
令
に
追
い
か
け
て
約

40
人
の
担
ぎ
手
が
一
斉
に
声
を

上
げ
ま
す
。
号
令
が
「
ヨ
イ
ッ

サ
ッ
」
に
変
わ
る
と
駆
け
足
の

合
図
で
す
。
重
い
神
輿
を
大
き

く
揺
ら
し
て
勢
い
よ
く
進
み
、

時
に
同
じ
所
を
何
度
も
行
っ
た

り
来
た
り
し
て
、
観
衆
を
大
い

に
盛
り
上
げ
ま
す
。
観
衆
か
ら

「
ヨ
イ
ッ
サ
ッ
」
の
声
が
上
が

る
こ
と
も
あ
り
、
一
体
感
に
包

ま
れ
ま
す
。

　
神
輿
渡
御
は
２
日
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
ま
す
。
初
日
の
宵
宮

に
天
満
神
社
境
内
の
神
輿
堂
か

ら
長
い
石
段
を
下
り
、
各
所
を

巡
り
三
河
内
地
区
に
近
い
算
所

グ
ラ
ウ
ン
ド
北
側
の
御
旅
所
に

到
着
。
１
泊
し
た
神
輿
は
２
日

目
の
本
祭
で
各
所
を
練
り
歩
い

た
後
に
、
宵
宮
と
逆
の
順
路
を

た
ど
っ
て
１
５
５
段
の
石
段
を

登
り
、
神
輿
堂
に
戻
り
ま
す
。

　
渡
御
に
際
し
て
、
神
輿
の
前

加

を
チ
リ
リ
ン
棒
や
大
鈴
と
い
っ

た
鳴
り
物
と
と
も
に
、
加
悦
区

５
町
、
算
所
区
５
町
が
そ
れ
ぞ

れ
一
本
ず
つ
出
す
幟の
ぼ
り十

本
が
進

み
ま
す
。
神
輿
が
停
ま
る
際

に
、
こ
れ
ら
の
幟
は
ま
と
ま
っ

て
立
て
掛
け
ら
れ
ま
す
が
、
宵

宮
と
本
祭
で
並
び
順
が
異
な
り

ま
す
。
算
所
の
御
旅
所
に
向
か

う
宵
宮
で
は
算
所
が
先
に
、
天

満
神
社
の
神
輿
堂
に
戻
る
本
祭

で
は
加
悦
が
先
に
と
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
３
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
威
勢
よ

い
「
ヨ
イ
ッ
サ
ッ
」
の
掛
け
声

に
地
区
が
沸
き
立
つ
神
輿
渡
御

の
再
開
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
） 宵宮に天満神社の石段を下りてくる神輿
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さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
橋
立

中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ピ
ー
タ
ー

で
す
。
去
年
の
夏
に
与
謝
野
町
に
来
町

し
て
か
ら
半
年
以
上
が
経
過
し
ま
し

た
。

　
今
回
、
与
謝
野
町
で
過
ご
す
初
め
て

の
冬
に
は
、
多
く
の
雪
と
と
も
に
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
経
験
し
ま
し
た
。
私

の
住
ん
で
い
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
、
大
西
洋
に
面
し

た
東
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
大
西
洋

に
面
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
比
較

的
温
暖
な
気
候
で
は
あ
り
ま
す
が
、
冬

に
は
雪
が
降
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
与
謝
野
町
と
比
べ
る
と
雨

や
雪
が
降
る
こ
と
は
珍
し
く
、
与
謝
野

町
の
「
う
ら
に
し
」
に
は
な
か
な
か
慣

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
雪
が
降
る

こ
と
自
体
が
珍
し
く
、
雪
の
予
報
と

な
る
と
町
中
が
大
混
乱
に
な
り
ま
す
。

住
民
は
す
べ
て
の
道
路
に
融
雪

剤
を
ま
き
、
学
校
は
す
べ
て
休

校
に
な
り
ま
す
。
天
気
予
報
は

必
ず
当
た
る
わ
け
で
は
な
い
た

め
、
当
日
雪
が
降
ら
な
か
っ
た

と
き
は
、
学
校
は
そ
の
ま
ま
休

校
と
な
り
、
少
し
得
し
た
気
分

に
な
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
与
謝
野
町
で
は
雪
が
降
っ

た
と
し
て
も
少
し
の
雪
で
は
休

校
に
な
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に

雪
道
を
歩
い
て
通
学
す
る
姿
を
見
て
、

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　
私
は
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
ほ
か
に
ボ

ス
ト
ン
市
、
オ
ラ
ン
ダ
に
も
住
ん
で
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ
も
共
通

し
て
平
坦
な
土
地
で
あ
り
、
与
謝
野
町

の
よ
う
に
美
し
い
山
々
を
今
ま
で
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
紅
葉
の

時
期
も
も
ち
ろ
ん
美
し
い
で
す
が
、
雪

が
積
も
っ
た
後
の
山
々
の
美
し
さ
に
は

心
が
打
た
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
美

し
い
光
景
を
日
常
的
に
見
ら
れ
る
こ
と

は
と
て
も
ぜ
い
た
く
な
体
験
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
思
う
と
寒
く
厳
し
い
与
謝

野
町
の
冬
も
よ
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
与
謝
野
町
の
広
大
な
自

然
か
ら
な
る
美
し
い
景
色
を
楽
し
み
な

が
ら
、頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

皆

日本の雪山は本当に美しいですね！
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の
三
河
内
区
の
曳
山

祭
は
、
倭し

文ど
り

神
社
を

氏
神
と
し
て
６
町
内
会
が
そ
れ

ぞ
れ
に
祭
礼
屋
台
を
曳
き
出
し

ま
す
。
６
町
内
会
の
う
ち
、
山

屋
台
を
曳
き
出
す
の
は
、
大
道

町
内
会
・
中
坪
町
内
会
・
上
之

町
・
奥
地
町
内
会
の
４
地
区
で

す
。
三
河
内
曳
山
祭
の
山
屋
台

は
峰
山
城
下
町
型
で
、
明
治
時

代
の
初
期
に
新
た
に
導
入
さ
れ

た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
以
前
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続

く
担に
な

い
屋
台
を
基
調
と
し
て
い

ま
し
た
。

　
山
屋
台
の
導
入
経
過
を
記
録

し
た
１
次
資
料
は
少
な
い
よ
う

で
す
が
、
伝
聞
記
録
に
よ
る

と
、
そ
の
導
入
は
、
奥
地
町
内

会
が
峰
山
の
織
元
町
の
山
屋
台

を
購
入
し
、
上
之
町
が
峰
山
の

浪
花
町
の
山
屋
台
を
購
入
し
ま

し
た
。
三
河
内
区
の
山
屋
台
が

峰
山
城
下
町
型
で
あ
る
理
由
は

こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大

道
町
内
会
と
中
坪
町
内
会
は
中

古
の
屋
台
で
は
な
く
、
新
品
を

制
作
し
ま
し
た
。
そ
の
際
も
峰

山
城
下
町
型
で
統
一
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
奥
地
町
内
会
と
上

時の贈り物［第 127 回　与謝野の氏神祭り③　三河内曳
ひき

山祭、山屋台の導入 ]	

春

之
町
の
今
の
山
屋
台
は
、
そ
の

後
に
新
調
さ
れ
た
２
代
目
で

す
。

　
祭
礼
屋
台
の
制
作
に
は
多
額

の
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
ま
し

て
や
山
屋
台
は
、
幕
類
も
含
め

と
て
も
高
額
で
す
。
山
屋
台
の

導
入
は
、
織
物
産
業
の
発
展
を

基
盤
と
し
た
三
河
内
区
の
経
済

力
の
上
昇
を
最
も
よ
く
示
し
、

か
つ
、
三
河
内
区
民
の
心
意
気

の
結
晶
で
も
あ
り
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

春日山
（大道町内会）

浦島山
（上之町）

八幡山
（中坪町内会）

倭文山
（奥地町内会）
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さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
加
悦
中

学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ダ
ー
ク
で
す
。

６
月
に
な
り
汗
ば
む
陽
気
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
も
昨
年
と
同
様
、
と
て
も
暑

い
夏
が
到
来
し
そ
う
で
す
ね
。

　
今
年
は
日
本
に
来
て
か
ら
２
回
目
の
春

を
体
験
し
ま
し
た
。
日
本
の
春
と
い
う
と

美
し
い
桜
が
と
て
も
印
象
的
で
す
。
春
に

は
、
滝
地
区
の
道
の
駅
近
く
に
あ
る
野
田

川
親
水
公
園
に
て
美
し
い
桜
を
見
な
が
ら

花
見
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
野
田
川
親
水
公
園
の
ほ
か
に
も
与
謝
野

町
に
は
多
く
の
桜
の
名
所
が
あ
り
ま
す

が
、
今
年
は
美
し
い
桜
を
よ
り
た
ん
の
う

す
る
た
め
、
奈
良
県
の
吉
野
山
に
向
か
い

ま
し
た
。
約
３
万
本
の
桜
の
木
々
を
一
望

で
き
る
吉
野
山
の
頂
上

か
ら
の
景
色
は
ま
さ
に

絶
景
で
あ
り
、
息
を
の

む
ほ
ど
の
美
し
い
景
色

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
美
し
い
景
色
は
、

と
て
も
言
葉
や
写
真
だ

け
で
は
表
現
し
き
れ
な

い
も
の
で
し
た
の
で
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
自
身

の
目
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
桜
の
魅

力
は
美
し
い
だ
け
で
は

な
く
、
は
か
な
く
散
る

姿
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
桜
の
季
節
の

終
わ
り
に
桜
が
散
る
姿
は
、
ま
る
で
宮み
や
ざ
き崎 

駿は
や
おの
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
に
美
し

く
幻
想
的
で
す
。

　
さ
て
桜
で
は
な
い
で
す
が
、
私
の
母
国

で
あ
る
南
ア
フ
リ
カ
で
も
美
し
さ
が
印
象

的
な
花
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ナ
マ
ク
ア

ラ
ン
ド
の
「
ヒ
ナ
ギ
ク
」
で
す
。
こ
の
場

所
は
普
段
は
と
て
も
乾
燥
し
た
地
域
で
あ

り
、
地
球
上
の
ど
こ
よ
り
も
火
星
に
似
た

景
色
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
春

の
訪
れ
と
と
も
に
約
２
週
間
の
み
青・紫・

赤
・
白
・
黄
・
オ
レ
ン
ジ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
色
の
ヒ
ナ
ギ
ク
が
咲
き
乱
れ
、
美
し

い
風
景
を
作
り
出
し
ま
す
。

　
日
本
の
桜
も
南
ア
フ
リ
カ
の
ヒ
ナ
ギ
ク

も
ど
ち
ら
に
も
共
通
し
て
言

え
る
こ
と
は
、
期
間
限
定
の

美
し
さ
を
持
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
常
に
美
し
い

も
の
は
飽
き
て
し
ま
い
ま
す

が
、
期
間
限
定
の
美
し
さ
に

は
特
別
感
が
あ
り
、
よ
り
印

象
に
残
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の

は
か
な
い
美
し
さ
は
何
で

し
ょ
う
か
。
日
々
の
生
活
の

中
で
見
つ
け
て
み
る
と
お
も

し
ろ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

皆

２週間限定の美しいヒナギク

がんばってます！消防団 編集 ● 第 10 分団

Event  Information

【場所】大江山運動公園グラウンド
7 9 SUN

AM9:00

※ 荒天の場合は、７月 16 日（日）に順延

－ 与謝野町消防団「町長査閲」 －

消防団員が各個訓練（停止間・行進間）、
小・中隊訓練・操法訓練・火災想定訓
練などを披露します。皆さん多数お集
まりください。

災害に対する意識を
高めよう
　近年、よく目にする激甚災害や台風、線状降水
帯による豪雨災害は、私たちが暮らす与謝野町で
も対岸の火事ではありません。町民の皆さんの命
や財産に危険が及ぶ土砂災害や洪水・河川の氾濫
がいつどこで起こるか分かりません。今一度、皆
さんにも災害に対する意識を高めていただきたい
と思います。
　そのためには、気象情報や与謝野町が発令する
情報を正確にキャッチし、行動に移すことが大切
です。「自分を守るのは自分自身」であることを
家族や近隣住民の方々と共有し、万が一の災害に
備えましょう。

警戒レベルを確認しよう － レベル４で「全員避難」 －

与謝野町作成の洪水・土砂災害ハザー
ドマップなどを確認し、出先で被害に
あった場合の家族の集合場所を決めて
おく。
避難先は、自宅の最寄りの避難所や安
全な親戚・知人宅を候補にする。
緊急時に持ち出す「防災バック（水・非常食・簡易トイ
レ・軍手など）」を準備しておく。

●

●

●

ハ ザ ー ド マ ッ プ
（町ホームページ）

災害に備える３つのポイント

平成 30 年７月の大雨で冠水した国道 176 号（上）と
増水した香河川（下）
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浸水被害が発生しています
６月 29 日の夕刻の集中豪雨により、町内各所において家屋や道路などの浸水被害が発生しまし
た。主な発生原因は、上流から流れてきたごみや刈り草などによる「側溝の詰まり」、また「堰

せき

板が設置されたまま」などでした。急な集中豪雨やこれから台風シーズンを迎えるにあたり、大
雨による被害軽減に向けて町民の皆さんのご協力をお願いします。

問　防災危機管理対策室（総務課内／☎ 43-9011）、建設課（☎ 43-9014）、農林環境課（☎ 43-9023）

刈り草を放置していませんか？

放置された刈り草が水路や側溝に詰まると流れが悪くなり、大雨に
なると浸水被害の原因になります。水路や側溝周辺の刈り草は放置
せずに撤去してください。

農業用資材や家庭ごみの飛散対策していますか？

農業用資材やごみなどが強風により飛散して水路や側溝に詰まらな
いように、ご近所の皆さんと協力し合って飛散対策ができているか
点検をお願いします。

堰板の管理できていますか？

堰板が設置されたままだと、集中豪雨によって流れてきた物が堰板
付近に堆積します。堰板を設置したときは常に気象状況を確認し適
切な管理をお願いします。

Close UpClose Up
クローズアップクローズアップ

謝
野
町
の
氏
神
祭
り
で

は
６
つ
の
神
社
で
大
人

の
神
輿
の
巡
行
（
＝
渡
御
）
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
神
輿
の
渡
御
の

時
代
的
な
変
遷せ
ん
を
み
る
と
、
江
戸

時
代
の
神
輿
渡
御
は
天
満
神
社

（
加
悦
・
算
所
・
後
野
区
）、
深
田

神
社
（
幾
地
区
）、
板い
た
な
み列
八
幡
神

社（
男
山
区
）の
３
神
社
で
す
が
、

明
治
時
代
以
降
に
な
る
と
板
列

稲
荷
神
社
（
岩
滝
連
合
区
）、
水

無
月
神
社
（
弓
木
区
）、
木こ

積づ
み

神

社
（
石
田
区
）
の
３
神
社
で
も
神

輿
の
渡
御
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
旧
岩
滝
町

の
４
神
社
の
す
べ
て
で
神
輿
の
渡

御
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
加
悦
谷
の
南
部
（
旧

加
悦
町
）と
北
部（
旧
野
田
川
町
）

時の贈り物［第 128 回　与謝野の氏神祭り④　岩滝祭と神
み

輿
こし

の渡
と

御
ぎょ

 ]	

与

で
は
各
々
１
神
社
の
計
２
神
社
の

ま
ま
で
す
の
で
、
明
治
時
代
以
降

は
「
岩
滝
祭
＝
神
輿
祭
り
」
と
い

う
特
色
あ
る
個
性
を
示
す
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
旧

岩
滝
町
民
の
気
質
に
神
輿
の
渡
御

が
合
致
し
た
の
で
し
ょ
う
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

木
積
神
社
（
石
田
区
）

板
列
八
幡
神
社
（
男
山
区
）

水
無
月
神
社
（
弓
木
区
）

板
列
稲
荷
神
社
（
岩
滝
連
合
区
）

天
満
神
社
（
加
悦・算
所
区
）

● 

加
悦
地
域

● 

岩
滝
地
域

● 

野
田
川
地
域

深
田
神
社
（
幾
地
区
）

A LT リレーコラム 	［第 133 回　音楽は国境を越える　by ビグランド・エリック］　　　　COLUMN

さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
江
陽

中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
エ
リ
ッ
ク

で
す
。

　
８
月
と
な
り
、
高
温
多
湿
が
つ
ら
い

日
本
の
夏
が
今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た

が
、
皆
さ
ま
お
元
気
に
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
私
が
日
本
に
来
て
か
ら
も

う
す
ぐ
２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
与
謝
野
町
の
皆
さ
ん
は
本
当

に
親
切
な
方
が
多
く
、
数
多
く
の
友
人

が
で
き
ま
し
た
。
私
は
以
前
、
三
重
県

で
現
在
と
同
じ
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
仕
事
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
語
を
少
し
話

す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
与
謝
野
町
で

友
人
を
作
る
際
に
大
き
な
力
と
な
っ
た

の
は
「
音
楽
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　
使
用
す
る
言
語
が
異
な
り
、
言
葉
が

通
じ
な
い
場
合
も
音
楽
を
通
し
て
人
々

は
通
じ
合
い
、
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
８

年
前
に
訪
れ
た
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
こ
こ

与
謝
野
町
で
も
、
ギ
タ
ー
な
ど
の
楽
器

に
よ
る
音
楽
を
通
し
て
多
く
の
人
々
と

親
し
く
な
り
、
多
く
の
友
人
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
国

に
は
共
通
す
る
ル
ー
ツ
を
持
つ
楽
器
も

あ
り
、
こ
れ
ら
の
楽
器
か
ら
会
話
が
弾

む
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
私
は
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
楽
器
を
使

え
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
多
く
の
方
と

音
楽
を
通
し
て
親
交
を
深
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
お
す
す
め

の
楽
器
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ

さ
い
！

皆

音楽は素晴らしい共通言語です！

I can speak a l itt le Japanese but 
you don’ t need to speak the same 
language to enjoy music together.I 
went to France to visit some friends 8 
years ago. I didn’ t speak French but I 
brought my guitar with me and played 
with them and their friends.

原文をちょっとのぞきみ

1111　　　　　　広報よさの AUGUST 2023広報よさの AUGUST 2023 1010広報よさのNo.210広報よさのNo.210

Administrator
四角形



謝
野
鉄て

っ
か
ん幹

の
父
親
で
あ

る
幕
末
期
の
僧
侶
歌

人
・
与
謝
野
礼
厳
（
１
８
２
３
～

１
８
９
８
）
が
文
政
６
年
に
与
謝

野
町
に
生
ま
れ
て
か
ら
、
今
年
で

２
０
０
年
と
な
り
ま
す
。

　
温
江
の
農
家
・
細
見
家
に
生
ま

れ
た
礼
厳
は
、
加
悦
の
浄
福
寺
で

修
行
し
京
都
西
本
願
寺
の
掛
所
・

願
成
寺
に
入
り
ま
す
。
幕
末
の
動

乱
期
、
礼
厳
は
本
願
寺
の
御
用
僧

と
し
て
北
陸
地
方
の
勤
王
活
動
に

従
事
し
ま
し
た
。
明
治
維
新
後
に

は
社
会
公
益
事
業
に
奔ほ
ん

走
し
、
療

病
院
や
鉱
泉
場
の
開
設
に
尽
力
す

る
な
ど
、
民
衆
の
健
康
維
持
に
心

を
砕
き
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
に
今
も
残
る
直
筆
の

資
料
を
紹
介
し
ま
す
。「
詠え
い
茶ち
ゃ
哥か

」

と
題
さ
れ
た
こ
の
扁
額
は
、
長
歌

の
形
式
で
喫
茶
の
効
能
を
軽
妙
に

説
い
て
い
ま
す
。
人
は
お
酒
に

よ
っ
て
「
身
を
破
り
家
を
ほ
ろ
ぼ

す
」
と
す
る
一
方
で
、
お
茶
を
朝

に
夕
に
た
し
な
む
こ
と
で
「
書
を

読
む
た
す
け
」
と
な
り
、
さ
ら
に

「
も
の
ご
と
に
お
ご
り
を
は
ぶ
く
」

な
ど
、
お
酒
の
害
と
お
茶
の
徳
を

民
衆
に
わ
か
り
や
す
く
比
較
し
て

見
せ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
作
品

時の贈り物［第 129 回　生誕 200 年　与謝野礼
れいごん

厳の扁
へんがく

額 ]	

与

で
す
。

　
末
尾
は
次
の
よ
う
な
和
歌
で
し

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

宇う

じ道
山や

ま
の 

木
の
芽
は
た
し
め 

あ

さ
宵
に 

心
き
よ
ま
り 

こ
こ
ろ
ゆ

た
け
し

● 

宇
道
山
の
木
の
芽

● 

＝
お
茶
の
こ
と

● 

た
し
め
＝
嗜
め

 

こ
の
扁
額
は
現
在
、
江
山
文
庫

で
展
示
中
で
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

A LT リレーコラム 	［第 135 回　南アフリカの誇り、デザートブーツ　by ヴィクサー・ダーク・ジェイコブス］

さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
加
悦

中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ダ
ー
ク
で

す
。

　
日
曜
日
の
朝
、
ガ
チ
ャ
ン
、
ガ
チ
ャ

ン
と
隣
家
の
大
き
く
力
強
い
丹
後
ち
り

め
ん
を
織
り
上
げ
る
織
機
の
動
く
音

で
、
私
は
目
を
覚
ま
し
ま
す
。
規
則
正

し
く
正
確
に
刻
ま
れ
る
織
機
の
音
は
、

と
て
も
情
緒
的
な
も
の
で
あ
り
、
時
に

は
私
自
身
が
織
機
を
動
か
し
て
い
る
よ

う
な
錯
覚
さ
え
起
こ
し
ま
す
。
丹
後
ち

り
め
ん
と
与
謝
野
町
の
発
展
は
深
く
結

び
つ
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ち
り
め

ん
街
道
で
は
、
そ
の
誇
ら
し
く
す
ば
ら

し
い
丹
後
ち
り
め
ん
発
展
の
道
筋
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
の
母
国
で
あ
る
南
ア
フ
リ
カ
に

は
、
残
念
な
こ
と
に
丹
後
ち
り
め
ん
の

よ
う
な
華
や
か
な
歴
史
に
匹
敵
す
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち

に
は
「V

eldskoen

」
と
い
う
愛
す

べ
き
革
靴
が
あ
り
ま
す
。

　
「V

eldskoen

」
は
砂
漠
で
の
歩
行

に
適
し
た
天
然
ゴ
ム
底
の
足
首
丈
の
靴

の
こ
と
で
す
。
そ
の
昔
、
南
ア
フ
リ
カ

に
オ
ラ
ン
ダ
の
入
植
者
た
ち
が
訪
れ
た

際
に
、
従
来
の
レ
ザ
ー
ソ
ー
ル
の
靴
で

は
砂
漠
で
の
歩
行
が
困
難
な
こ
と
か

ら
、
新
た
に
作
ら
れ
た
の
が
そ
の
起
源

と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
こ
の
靴
は
第

二
次
世
界
大
戦
の
ア
フ
リ
カ
戦
線
で
戦

う
兵
士
の
強
い
味
方
と
な
り
、
最
近
で

は
お
し
ゃ
れ
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
テ

ム
と
し
て
多
く
の
ブ
ラ
ン
ド
で
発
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
デ
ザ
ー
ト

ブ
ー
ツ
〔
デ
ザ
ー
ト
＝desert

（
砂

漠
）〕
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
多
く
の
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
発

表
さ
れ
て
い
る
デ
ザ
ー
ト
ブ
ー
ツ
で
す

が
、
南
ア
フ
リ
カ
に
は
１
８
３
４
年
か

ら
こ
の
靴
を
作
り
続
け
て
い
る
工
場
が

「W
upperthal

」
と
い
う
町
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
町
こ
そ
誇
る
べ
き
デ
ザ
ー

ト
ブ
ー
ツ
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
り
、
同

じ
こ
と
が
丹
後
ち
り
め
ん
の
元
祖
で
あ

る
与
謝
野
町
に
も
言
え
る
か
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
日
本
の
誇
る
着
物
素
材
で

あ
る
丹
後
ち
り
め
ん
の
生
ま
れ
故
郷
で

あ
る
与

謝
野
町

で
、
丹

後
ち
り

め
ん
の

す
ば
ら

し
さ
を

味
わ
っ

て
い
き

た
い
と

思
い
ま

す
。

皆

デザートブーツは誇るべき南アフリカ文化
の一つです

与謝野礼厳「詠茶哥」

暖房器具からの火災や事故に
注意しましょう
寒い季節になると、ストーブやファンヒーターなどを使う機会が増えてきます。暖かく快適ない季節になると、ストーブやファンヒーターなどを使う機会が増えてきます。暖かく快適な
冬を過ごすため、暖房器具を利用するときは、次の 10 のことに気をつけましょう。冬を過ごすため、暖房器具を利用するときは、次の 10 のことに気をつけましょう。

気を付けたい 10のこと

11 暖房器具の周りに衣類や紙類など
燃えやすいものを置かない

何かの拍子に器具に触れ、発熱・引火するこ
とがあります。

22 電源や火をつけたまま
持ち歩いたりしない

感震装置などの安全装置がついている器具も
ありますが、電源（火）がついたまま移動す
ると、転倒や落下による引火や燃料漏れにつ
ながるおそれがあります。

33 電源や火をつけたまま
給油作業をしない

電源（火）がついたまま給油作業を行うと、
こぼれた燃料に引火し火災につながるおそれ
があります。

44 給油タンクのふたは
確実に締める

ふたの締め付けが不十分だと、燃料が漏れる
危険があり火災になるおそれがあります。

55 暖房器具の上や近くに
洗濯物を干さない

洗濯物を干したときは水分を含んで重く感じ
ていても、乾くと軽くなります。また、固定
しているつもりでも、落下して火災になる場
合がとても多くなっています。

66 たこ足配線など
最大消費電力以上使わない

冬場は暖房器具を含め、多くの電気器具を使
うことがあります。コンセントにプラグをい
くつも差し込むと容量を超えて、ケーブルが
発熱して溶けたりスパークしたりします。

77 コンセントはほこりなどが
溜まったまま使用しない

乾燥する時期は、特にトラッキング現象が起
こりやすくなります。今一度、テレビやタン
スの後ろなど、掃除しにくいところも点検を
しましょう。

88 定期的に
換気を行う

暖房器具を長時間利用していると空気が汚れ
たり不完全燃焼が発生し、最悪の場合は死に
いたることがあります。

99 灯油以外の燃料を
入れない

灯油は無色透明、ガソリンは赤い色がついて
います。

1010 就寝時や外出時は、
暖房器具のスイッチを切ること

布団などの近くでは、知らないうちに接触し
てしまう可能性があります。また、外出中に
何らかの原因で発火する可能性もあります。

がんばってます！消防団 編集 ● 第３分団
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　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

華麗なる
平安絵巻の世界へ

今年の大河ドラマは、源氏物語を描いた紫式部を主人公にした「光る君
へ」。年明けに紹介するのにふさわしい華やかな時代を本をとおして知っ
てみませんか。

源氏物語の舞台は、今から
1000 年以上前の京都。光
源氏と恋愛にほんろうされ
た８人の姫君とともに、物
語を振り返りながら現代の
京都を巡る「聖地巡礼」に
ぴったりの１冊。当時の風
習に関するコラムなどもあ
り、読み物としても楽しめ
ます。

『与謝野晶子の新訳源氏物語 ひかる源氏編』
紫式部、与謝野晶子／角川書店

古典の中の古典とも評され
る「源氏物語」。名だたる作
家が口語訳を手がけていま
すが、その中でも、与謝野
町ゆかりの文人与謝野晶子
が手がけた作品は、全訳で
はないからこそ、晶子の視
点でのストーリーや登場人
物の魅力がぎゅっと詰まっ
た 1 冊になっています。

『姫君たちの京都案内　「源氏物語」と恋の舞台』
蔵田敏明、薄雲鈴代／淡交社

観音様のお告げに従っ
た母から大きな鉢をか
ぶせられた娘は、母の
亡きあと家から追い出
されてしまいます。そ
の後身を寄せた中将家
の貴公子と恋に落ち、
結婚を反対された２人

が家を出ようとした途端に起きた奇跡とは。日本版シン
デレラといわれる話が、繊細で美しい絵で描かれた１冊。

『古典がおいしい！　平安時代のスイーツ』
前川佳代、宍戸香美／かもがわ出版

いつの時代も女子が大好き
なスイーツ。平安時代の人
たちが食べていたスイーツ
を再現できるのがこの本。
枕草子のけずり氷や源氏物
語のつばきもちなどのレシ
ピを紹介。貴族たちが食べ
ていた当時に思いをはせつ
つ、スイーツを味わってみ
ませんか。

『鉢かづき（日本の物語絵本）』
　　　　　   あまんきみこ、狩野富貴子／ポプラ社

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

　第２次世界大戦中、大江山ニッケル鉱山で強制労働を強いられた故フラン
ク・エバンスさんの体験を子どもたちに伝えたいという思いから、読み聞か
せボランティアグループ「マザーグースの会」さんが、2011 年に「エイエ
ンノヘイワ～エバンスさんの捕虜収容所日記より～」を作成し、各所で披
露されてきました。
　この度、さらに多くの方に見てほしいという願いから、解説を含めた紙
芝居動画（英語の字幕付き）の DVD を作成され、図書館全館にご寄贈い

ただききました。図書と同じように貸し出しますので、ぜひご利用ください。

紙芝居動画「エイエンノヘイワ」をぜひご覧ください 「マザーグースの会」さんから紙芝居動画
の DVD をご寄贈いただきました！

問　
社
会
教
育
課 

☎
４
３・９
０
２
６

時の贈り物［特別版　新たに３件を与謝野町文化財に指定 ]	

　
三
河
内
に
あ
る
倭し

文ど
り

神
社
の
氏
神
祭

り
で
巡
行
し
た
山
屋
台
の
台
高
欄
下
の

四
辺
周
囲
へ
回
し
懸
け
て
用
い
た
水
幕

で
す
。
本
幕
の
来
歴
は
、
峰
山
藩
城
下

令
和
５
年
12
月
１
日
、
新
規
に
３
件
を
与
謝
野
町
指
定
文
化
財
に
指

定
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
・

大
正
・
昭
和
期
の
絹
織
物
産
業
の
繁
栄
を
象
徴
す
る
も
の
で
す
。

　
本
幕
の
よ
う
に
額
絵
を
見
な
い
の
は

中
国
製
を
な
ら
っ
た
日
本
製
の
綴
織
物

に
多
く
、
本
幕
は
、
江
戸
後
期
の
文
化

爛
熟
期
で
あ
る
文
政
年
間
（
１
８
１
８

～
１
８
３
０
年
）
に
我
が
国
で
製
作
さ

れ
た
綴
織
り
の
幕
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

を
背
景
に
談
笑
す
る
三
仙
人
の
図
」
を

綴
織
り
で
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

幕
は
、
昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
後

野
区
上
之
町
の
「
蛭え
び

子す

山
」
か
ら
芸
屋

台
と
と
も
に
４
万
５
０
０
０
円
で
金
屋

区
に
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
本
幕
の
綴
織
り
は
、
図
柄
の
横
方
向

に
経た
て

糸
を
配
し
、
縦
方
向
に
絵
緯よ

こ
糸
を

織
り
入
れ
て
図
を
織
り
表
す
西
洋
の
ゴ

ブ
ラ
ン
織
り
と
呼
ば
れ
る
毛
綴
織
り
に

見
ら
れ
る
織
技
法
で
、
寛
政
年
間
〔
寛

政
２
（
１
７
９
０
）
年
〕
に
特
異
と
い

え
る
西
洋
の
綴
織
技
法
ゴ
ブ
ラ
ン
織
り

を
な
ら
っ
た
綴
織
製
作
が
す
で
に
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

雲う
ん

龍
り
ゅ
う

図ず

綴
つ
づ
れ

錦
に
し
き

（
後
野
区
宮
本
町
芸
屋
台

「
愛
宕
山
」
見
送
幕
）

指定 1

三さ
ん
せ
ん
に
ん

仙
人
図ず

綴
つ
づ
れ

錦
に
し
き

（
金
屋
区
芸
屋
台
見
送
幕
）

指定 2

　

文
政
８
（
１
８
２
５
）
年
製
作
で
、

後
野
に
あ
る
愛
宕
神
社
の
氏
神
祭
り
で

巡
行
し
た
芸
屋
台
に
懸
装
し
た
見
送
幕

で
す
。
幕
面
中
央
に
正
面
向
き
龍
１
頭

を
大
き
く
配
し
、
そ
の
下
方
の
左
右
に

内
側
に
向
き
合
う
横
向
き
の
龍
２
頭
と

瑞
雲
、
そ
し
て
幕
の
下
方
に
崑こ
ん
ろ
ん崙
山
を

中
央
に
挟
ん
で
、
青
海
波
を
左
右
に
描

い
た
雲
龍
図
綴
錦
で
す
。

　
金
屋
の
氏
神
祭
り
で
巡
行
し
た
芸
屋

台
に
懸
装
し
た
見
送
幕
で
す
。「
瀑ば
く

布

黄き

じ地
蜀

し
ょ
っ

江こ
う 

襷
た
す
き

に

丸ま
る

唐か
ら

花は
な

文も
ん
よ
う様

繻し
ゅ
ち
ん珍

錦
に
し
き

（
三
河
内
区
奥
地
町
内
会

山
屋
台「
倭
文
山
」水
幕
）

指定 3

町
の
織
元
町
が
江
戸
時
代
に
製
作
し
た

山
屋
台
「
高
砂
山
」
を
、
奥
地
町
内
会

が
明
治
５
（
１
８
７
２
・
※
）
年
に
幕

類
一
式
と
と
も
に
購
入
し
た
も
の
で

す
。

　
本
作
の
図
柄
に
は
蜀
江
襷
文
様
に
円

寿
字
、
卍
字
錦
、
盤
長
と
い
っ
た
特
徴

あ
る
中
国
様
式
の
図
様
と
構
成
、
そ
し

て
色
調
が
見
ら
れ
ま
す
。
清
朝
17
世
紀

後
半
か
ら
18
世
紀
中
こ
ろ
ま
で
の
、
特

に
精せ
い

緻ち

な
織
り
が
発
達
し
た
時
期
に
製

作
さ
れ
た
宮
廷
用
調
度
織
物
と
推
測
さ

れ
、
日
本
へ
の
渡
来
は
、
江
戸
時
代
中

末
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
と
想
定
さ
れ

ま
す
。 

※ 明治 11（1878）年の説もあります
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